
モロナイとじゆうのはた
だい32しょう

あくにんのアマリキヤは，ニーファイ人
じん

の王
おう

になりたがってい

ました。多
おお

くのニーファイ人
じん

がアマリキヤにしたがって，

教会
きょうかい

をさりました。（アルマ46：1，4－5，7）

それで自分
じ ぶ ん

のうわぎを引
ひ

きさいて，はたを作
つく

りました。そのはた

の上
うえ

に，ことばを書
か

いて，人
ひと

びとが自分
じ ぶ ん

たちのしゅうきょうやじゆ

う，へいわをまもることを思
おも

いおこせるようにしました。（アルマ

46：12）

モロナイはそれをぼうの先
さき

につけて，じゆうのはたとよびました。

それからはたを手
て

にもち，よろいをきて，ひざまずきいのりました。

（アルマ46：13）

ニーファイぐんのしれいかんモロナイは，アマリキヤの王
おう

になる

というたくらみを聞
き

いておこりました。（アルマ46：11）

もしアマリキヤが王
おう

になったら，きっと神
かみ

の教会
きょうかい

をほろぼし，人
ひと

びとのじゆうをうばってしまうでしょう。（アルマ46：9－10）
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「イエス・キリストをしんじる人
ひと

たちと，この地
ち

のじゆうをまも

ってください。」そして，その地
ち

を「じゆうの地
ち

」と名
な

づけました。

（アルマ46：16－18）

こうしてモロナイは，人
ひと

びとのところに行
い

き，じゆうのはたをふ

って，じゆうをまもるために出
で

て来
く

るよう，よびかけました。（ア

ルマ46：19－20）

すると国中
くにじゅう

から人
ひと

があつまって来
き

て，神
かみ

のいましめをまもり，じ

ゆうのためにたたかうことをやくそくしました。（アルマ46：

21－22，28）

アマリキヤは，たくさんのニーファイ人
じん

がじゆうをまもるために

あつまったのを見
み

て，おそろしくなりました。そこで，自分
じ ぶ ん

につい

て来
く

る人
ひと

びとをつれて，レーマン人
じん

のところへにげて行
い

きました。

（アルマ46：29－30）

モロナイはその行
い

く手
て

をはばもうと，ぐんをひきいて行
い

きました

が，アマリキヤは，わずかの手下
て し た

をつれてにげてしまいました。

（アルマ46：31－33）

モロナイは，ニーファイ人
じん

の地
ち

にあるすべてのとうに，じゆうの

はたを立
た

てました。こうしてニーファイ人
じん

のじゆうはまもられ，へ

いわがもどりました。（アルマ46：36－37）




